
！〇・食虫性鳥類の誘致増殖

1試験担当者

保護部烏瞬長：池田真次郎

〃 鳥獣第二研究室：松山資郎,由井正敏,高野 堡

2試験目的

森林有害虫猷の生物的防除の一環として交虫性鳥類の誘致増殖をはかるため,造林：地におけ 

る育林施業と調和した環境造成の試験研究を行なうことを目的としている。

3昭和43年度の経過とえられた結果

3カ隹間に繁殖季を中心に延べ14 5日の調査を"®ね,5 9 D回のセンサスによって棲息烏 

相を詳細に把握し,又延6 6日間の標讖試験によって1.513羽を追跡綢杳し,その他巣箱調 

查,水場調査等によって鳥類の行動を林相調査による林分構造と関連させて把握した。

更に営巣調査によって巣箱以外の自然巣5 2 8個を発見し,うち13 9巣について営巣経過 

を調査し,繁殖生態を総合的に把握するとともに営巣環境,侬息環境について詳細に解析した 

が,3力年間に試験区内で9 3稲の鳥類を記録し,うち2 5種以上の繁殖を確認し,棲息数の 

変動を育林施業による環境変化と関連させてつかむことができた。楝息番数はいくつかの誘致 

施設の効果も表われて3力正に13 0+,15 〇»164番と増加した。上記の諸調査により, 

造林諸作業による影響に対する鳥の適応能力の巾の広さを見たが,しかし繁殖最中の作業は物 

理的,心理的に繁殖行動の妨げになることもあった。又鳥の行動能力,繁殖諸生態からみて, 

林分構成は複雄である方が,鳥が梃息し易い事を見た。以上の事から造林諸作業上の若干の考 

慮によって,ある程度鳥類を誘致し得る見通しを持った。

センサス方法の究明は3 9 〇回のセンサス資料を基に解析を行ない,近く報告する予定であ 

・る。(これはIBP-PT-Sと共同研究している)。

4 昭和44年度の試験計画

1. 繁殖諸行動域の平面的,垂直的なより詳細な把握

2. とくに採餌活動の行動範囲,対象食物としての昆虫類の量的調査

5•誘致施業の実施手順の究明

4.センサス法について,東北滝沢試験地との連けいにより,より詳細な究明。なお,このセ 

ンサス試験についてはI BP-PT-Sと共同研究となつている。
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1 ポット鉢付苗造林

1試験担当者

造林部造林第1研究室：土田恭次

北海道支埸造林研究室:林 敬太(昭和4 3年度より担当)

2試験目的

造林事業における労働力の季節的偏りを平均化することは労働力確保の点から張要左問題で 

ある。従来は下刈り事業に難点があったが,薬剤利用や機械化のため問題は解消され,逆に植 

付作業に問題が移行したようである。この解決方法の一っとして,植付時期の拡大をはかるこ 

とが考えられる。ここでいう,ポット鉢付苗は,鉢付によって活着を容易にし,植付時期の拡 

大をはかろうとするものである。

3昭和43年度の経過とえられた結果

1沼津:署管内においてプラスチックポットの根系発逹に及ぼす影響について植栽後2〜3か 

年経過した造林木を調査した。

スギについては地ぎわ部から不定根が発生発達するのでよ著しい生長を示すものもあるが, 

その反面発生のおくれているものは上長生長も劣る。

ヒノキについては不定根の発生がみられないが,造林後の生長は一般植栽苗と比較して著 

しく劣るということはなかった。

2神楽’探川,帯広,白睐|陸別暦管内においては,ジフィポット苗と,普通苗植栽につい 

て,地形・,土壊条件が均一で,同一植栽法で同時に橱された造林地兀むいて,両者の初期 

生長を比較調査したがe初期生長に格段の差は見られなかったが,活着についてはボット苗 

の方がよかった。

4 昭和44年度の試験計画

営林局署の共同試験として次の項目を実施し,苗木の成長,とくに根系発達の状況をチエッ 

クEて作業方式を検討する。

1試験設計の検討

2 育苗および生長調査

5山出し後の生長を促進させる植栽方法の検討のため圃場において植栽試験を行ない植裁方 

法別の生長を追求する。

4.ポット苗による周年植栽の最適のボット移植時期ならびにポット養苗期間の決定のための
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試験を行東爲

⑸ ボット苗用畑土に代る培地による。

養苗と山行後の活着生長を調査する。
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12•国有林苗畑における線虫被害の実態調査および防除

1試験担当者

本埸保護部樹病科母:千葉 修

〃 〃 研究室:真宮角治

関西支場保護研究室：寺下隆喜代、峰尾一彦

四国支場保護研究室:陣野好之

九州支場保護第一研究室:徳重陽山,清原友也

2試験目的

国有林苗地における線虫被害の実態,加害線虫の稲類•生態•被害と環境との関係を明らか 

にし,薬剤および育苗手法による防除方法を確立する。

3昭和43年度©経過とえられた滞杲

(本場)

四国支場と共同で•実態調査を実施したが,他地方と同じく苗畑線虫はネグサレセンチュウが 

主休であることがわかった。スギ,ヒノキ,アカマツ,トドマツ等の主要樹種に接種試験を行 

ないuキタネダサレセンチュウの土壊,植物根中にむける増殖の程度を比較したがrスギ,ヒ 

ノキAエゾ,トド,カラマツ>アカマツの3グルーブにわけられた。また,根の皮層内で生活 

し,中心柱にはほとんどはいらない。細胞の破かいは機械的なものであることがわかった。

前年すでの結果は一応とりまとめのうえ林試研報2 2 〇号に発表した。

(北海道)

道内の各苗畑について,トドマツ > カラマツを中心として,キタネグサレセンチュウの生息 

密度を生育障害について実験を行なったが•初期密度が5»〇 〇 〇頭・以上(鉢)になるとカラマ 

ッ稚苗の生育に障害を与える。立枯病菌の主なものはロゼリニア,シリンドロクラディウム, 

リゾクトニャ］フザリウム等で土の容母によって病原性が異なる。

(東北)

1〇力所の苗畑の実態調査を実施するとともに,スギについて秋まき苗の薬剤防除試験を実 

施したが,容まきについてはN C sと512Iの肘5 0 C C , 5 〇 g処理は防除効果が高かつ 

た。

(関西)

前年度で管内全苗畑の調査を終了し,各種線虫の生息密度等明らかにしたが,本年度は1ネ
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